
 

 

 

 

 

 

 

 8月 5日（土）に林小学校区の花火大会が開催されました。台風の影

響で風もあり、開催されるか心配されましたが、無事に開催され、役

員のみなさん、ボランティアのみなさん、そして地域のみなさんの思

いが天にとどいたのではと思います。今回は、花火師として高校生

が、会場案内・安全・整理で中学生や小学生がボランティアとして参

加されました。林の地域の掲示板に張られている花火大会の案内や花

火師募集のチラシを私自身目にしましたが、小学生や中学生、そして

高校生や地域のみなさんがそうしたチラシ等を目にして、この指とま

れ方式で集まったボランティアがこの花火大会を裏方として支えたの

はすごいなと感じます。和太鼓や

吹奏楽、そしてダンスなどで活躍

するだけでなく、裏方としてこうした地域の行事を支える中

で、子どもたちは育っていくんだろうなと思います。そうし

た子どもたちを地域全体で育てる仕組が学校と地域と保護者

の対話の中で生まれていくんだと思います。 

先日開催された松が丘いどばた会議で第

1部の「松が丘あれこれ」の話の一つとし

て、地域の方がご自身で作られた「松が丘

地区年度別人口変遷状況」という資料をも

とに、松が丘のこれまで、そしてこれから

について語られました。その方は明舞団地

に入居が始まった当初から松が丘校区に住

んでおられるだけに、こうした数字を根拠

にお話しされると説得力が増した感じがし

ました。そして、この 1枚の資料をみなが

ら、“先生には、こういった数字を拾って、こうした資料をつくってみようという発想はないの

では”と正直思ってしまいました（先生方ごめんなさい）。 

まちの状況や課題を浮かび上がらせるためにはどういった数字を使うといいのかといったこと

をこの歳になって勉強させていただきました。そしてこの資料には、学習指導要領で求められて
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いる学びがこの 1枚の中に詰められているのではと感じました。この資料をベースに今求められ

ている学力についてまず校内で対話してみるのも面白いのではと思ったりもします。この資料を

使って地域を考えることによって、地域だけでなく、社会とつながり、未来を創る当事者として

の意識が芽生えていくんだろうなと思います。そんなことを考えながら、とりあえずこの資料の

加工を始めてみました。 

 加工を始めてみると、数字だけでは見えなかったものが見えてきたり、いろいろ広がりつなが

っていきます。「これって教科横断的な学び？」と、これまでは言葉として使っていたことが、

グラフを加工しながら具体的なイメージとして持てたような気がしました。 

 

 こうやってグラフにすると視覚的にとらえ

やすいという当たり前のことに改めて気付き

ながら、このグラフを読み取るとはどういっ

たことなんだろうといったことを考えてみま

した。“世帯数は横ばい”“人口は減少傾

向”“高齢化率は上昇”等といったことを発

表するのが今までありがちな読み取りで、こ

れからは数字の裏側、推移の裏側にあること

を議論しながら、課題解決に向かっていくことが、グラフを読み取るということなのではと思い

ます。自分の地域だからこそ、具体的なイメージを持ちながら、世代を超えた対話ができるのだ

と思います。このようなことを考えると地域とつながり、地域を学ぶ価値や意義が見えてくるの

ではと思います。先日明石市のタウンミーティングとして“子ども会議”が開かれましたが、こ

うした校区の課題を考え、動いてみることを経験した子たちが集まったらと考えると“わくわ

く”します。                           （文責：北本） 
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